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〔
報
道
〕 

「
パ
レ
ッ
ト
の
感
激
二
篇
」 

『
東
京
日
日
新
聞
』 

昭
和
十
三
年
四
月
八
日 

（
36
） 

 

（
四
月
）
七
日
入
選
を
発
表
し
た
春
陽
会
、
国
画
会
両
展
覧
会
に
咲
い
た
二
つ
の
感
激

篇
が
あ
る
。
一
つ
は
昨
年
上
海
戦
線
に
お
い
て
名
誉
の
戦
死
を
遂
げ
た
上
岡
巳
平
少
尉

の
遺
作
が
友
人
の
手
を
通
じ
て
春
陽
会
に
出
品
、
み
ご
と
入
選
し
た
の
と
、
イ
タ
リ
ー

大
使
館
通
訳
官
メ
ル
ヂ
ェ
ー
氏
が
国
画
会
に
出
品
し
て
初
入
選
の
栄
を
得
た
と
い
ふ
絵

に
よ
る
日
伊
親
善
佳
話
。 

 

 

【
制
作
に
は
げ
む
在
り
し
日
の
上
岡
巳
平
氏
】 

 
 

 
 
 
 
 

江
南
の
華
・
上
岡
少
尉 

遺
作
に
薫
る
誉
れ 

 
 
 
 

春
陽
展
に
二
点
も
入
選 

 

 

故
上
岡
少
尉
は
愛
媛
県
喜
多
郡
五
十
崎
出
身
で
、
昭
和
八
年
早
大
高
等
師
範
部
国
文

科
を
卒
業
し
た
が
、
在
学
中
好
き
な
絵
の
研
究
に
春
陽
会
研
究
所
に
通
ひ
当
時
二
回
入

選
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
そ
の
後
は
郷
里
に
帰
り
五
人
兄
弟
の
長
兄
と
し
て
青
年
学
校

の
教
員
を
や
つ
て
ゐ
た
が
、
事
変
勃
発
と
共
に
出
征
、
昨
年
九
月
廿
七
日
羅
店
鎭
の
攻

略
で
名
誉
の
戦
死
を
と
げ
た
。
こ
れ
を
知
つ
た
在
学
時
代
の
親
友
、
京
橋
区
八
丁
堀
四

の
三 

岡
谷
方 

高
木
勇
次
氏
は
是
非
遺
作
を
春
陽
会
展
に
飾
り
た
い
と
思
ひ
立
ち
、
故

人
の
弟
大
衛
君
が
受
験
の
た
め
こ
の
三
月
上
京
し
た
の
を
機
会
に
打
合
せ
を
行
ひ
、
同

君
は
帰
京
の
上
近
所
の
独
立
美
術
協
会
常
連
出
品
者
が
ゐ
る
の
で
そ
の
人
に
選
び
出
し

て
も
ら
つ
た
四
点
を
、
高
木
氏
に
送
つ
て
上
岡
美・

平
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
出
品
手
続
き
を

依
頼
、
そ
の
う
ち
二
点
（《
遺
作
（
１
）》
《
遺
作
（
２
）》
）
が
入
選
し
た
も
の
で
あ
る
。

入
選
発
表
の
七
日
夜
高
木
氏
は
感
激
を
涙
ぐ
み
な
が
ら
語
る
。 

「
僕
と
上
岡
君
と
は
学
生
の
と
き
か
ら
の
親
友
で
し
た
。
昨
年
出
征
し
た
の
を
知
り
部

隊
名
を
聞
き
合
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
返
事
は
名
誉
の
戦
死
を
し
た
と
い
ふ
の
で
驚
き
、

上
岡
君
の
友
人
五
人
で
パ
レ
ッ
ト
に
署
名
し
て
霊
前
に
お
く
り
ま
し
た
。
何
と
か
し
て

彼
の
絵
を
展
覧
会
に
出
し
た
い
と
骨
を
折
つ
た
の
で
す
が
、
入
選
で
き
た
こ
と
は
僕
自

身
が
入
選
し
た
こ
と
よ
り
ず
つ
と
嬉
し
い
で
す
。
」 

 
な
ほ
春
陽
会
の
入
選
者
の
な
か
で
目
下
戦
地
に
活
躍
中
の
人
々
は
、
林
芙
美
子
さ
ん

の
夫
君
で
北
支
に
あ
る
手
塚
緑
敬
氏
を
は
じ
め
、
上
海
方
面
の
原
精
一
、
佐
野
八
郎
両

氏
等
が
あ
り
、
昨
年
新
入
選
し
た
変
り
種
作
家 

佐
藤
春
夫
氏
は
今
回
も
無
事
に
パ
ス
し
、

腕
前
に
一
段
の
進
境
を
見
せ
た
。
国
画
会
で
は
絵
画
の
福
井
敬
一
氏
と
新
入
選 

八
里
茂
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子
さ
ん
が
揃
つ
て
紀
伊
國
屋
書
店
の
店
員
。
彫
刻
新
入
選
の
西
常
雄
氏
は
、
オ
リ
ム
ピ

ツ
ク
馬
術
選
手
で
有
名
な
西
大
尉
の
令
弟
で
あ
る
。 

＊ 

 

【
伊
大
使
館
通
訳
官
サ
ル
バ
ト
ウ
レ
・
メ
ル
ヂ
ェ
ー
氏
】 

 

伊
大
使
館
通
訳
官 

 
 
 
 
 

国
展
に
も
入
選 

絵
画
に
結
ぶ
日
伊
親
善 

  

国
画
会
に
初
入
選
の
栄
を
獲
得
し
た
イ
タ
リ
ー
大
使
館
通
訳
官
サ
ル
バ
ト
ウ
レ
・
メ

ル
ヂ
ェ
ー
氏
は
、
故
国
イ
タ
リ
ー
で
有
名
な
イ
オ
リ
ス
、
テ
イ
ラ
テ
ツ
リ
、
ラ
リ
ー
ア

三
画
伯
を
師
と
し
て
、
永
ら
く
画
道
に
親
し
ん
だ
人
だ
け
に
素
人
の
旦
那
芸
と
は
ち
ょ

つ
と
違
ふ
。
今
回
の
出
品
も
昨
年
十
月
来
朝
以
来
初
め
て
の
出
品
。「
フ
ロ
レ
ン
ス
」「
ア

ヘ
ン
を
飲
む
女
」
の
二
点
が
み
ご
と
入
選
し
た
も
の
で
、
こ
の
喜
び
を
メ
ル
ヂ
エ
ー
氏

に
も
た
ら
す
と
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
敬
礼
で
答
へ
た
後
、
ニ
コ
〳
〵
し
な
が
ら
鮮
や
か
な

日
本
語
で
語
る
。 

「
今
回
出
品
し
た
二
品
は
、
フ
ロ
レ
ン
ス
と
い
ふ
名
の
女
と
、
故
郷
を
背
景
に
し
て
支

那
服
を
著
て
阿
片
を
喫
ふ
女
で
す
。
ロ
ー
マ
で
は
度
々
画
展
に
入
選
し
、
日
本
で
も
五

年
前
友
人
を
通
じ
て
春
陽
展
に
出
品
し
た
肖
像
画
が
入
選
（
＊
１
）

し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
来
朝
し
て
初
め
て
の
出
品
が
入
選
し
た
の
は
、
何
と
い
つ
て
も
大
変
嬉
し
い
で

す
。
日
本
の
風
物
は
と
て
も
綺
麗
で
す
。
私
は
日
本
が
と
て
も
好
き
で
満
州
事
変
当
時

ロ
ー
マ
の
各
新
聞
紙
上
に
下
位
春
吉
（
＊
２
）
先
生
か
ら
戴
い
た
〈
雪
野
暁
紅
〉
の
号
で

執
筆
し
ま
し
た
。
私
の
好
き
な
画
を
通
じ
て
日
本
の
皆
様
と
親
し
く
な
る
こ
と
は
と
て

も
嬉
し
い
と
思
ひ
ま
す
。」 

 

 

（
＊
１
） 

昭
和
九
年―

第
十
二
回
春
陽
会
展
に
《
コ
マ
ン
ダ
ト
ウ
レ
・

シ
モ
イ
の
像
》
《
或
日
の
コ
マ
ン
ダ
ト
ウ
レ
・
シ
モ
イ
》
《
モ
ン
テ
・
パ

ラ
テ
ィ
ノ
（
羅
馬
）》
を
出
品
し
、
入
選
展
示
さ
れ
る
。 

（
＊
２
） 

下
位 

春
吉
（
し
も
い 

は
る
き
ち
、
一
八
八
三
年
～
一
九
五

四
年
） 

教
育
者
、
詩
人
、
童
話
口
演
家
。
詩
人
ガ
ブ
リ
エ
ー
レ
・
ダ

ン
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
等
と
親
交
が
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
を

日
本
に
紹
介
。 
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